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夢をかたちに中津平成週報

前回（932回例会）の記録
平成21年５月21日(木)

■ビジター
　

■出席報告
　会　員　数　30名
　免 除 者 数　０名
　対 象 者 数　30名
　本日出席者　21名
　欠 席 者 数　９名
　出　席　率　70.00%

■前々回出席報告の修正
　前々回欠席者　　０名
　メイクアップ　　０名
　欠　席　者　　０名
　修正出席率　100%→　100%

●メイクアップ
　なし

●欠席者
　なし

◎本日の例会プログラム　
　新入会員宅話　川崎　潤会員

◎次回例会プログラム

　20周年事業を終えて　20周年実行委員会

◎ロータリーソング　奉仕の理想

◎会長の時間　　会長　加来敏男
　新型インフルエンザが大きな問題になっています。今日の
朝刊を見たら、国内の感染者数は267名になったと書いてい
ました。
　今は人の移動も激しく、感染拡大を防ぐことは不可能で
す。他国と比べて日本の対応は非常に過剰なようで、タミフ
ルを使いすぎるようで、耐性ウイルスの出現を心配する声も
あがっています。
　医療分野では、昨年から鳥インフルエンザの感染拡大を
心配して、その対策についての講演会が開催されていました
が、まさか豚から感染するとは思っていませんでした。先の
講演会では、新型インフルエンザの感染者が出た場合、そ
の地区の病院は１週間休診するように、とか言っていました。
しかし、今回の新型は毒性が弱い様なので、今までの季節
性のインフルエンザに準じた対処法で良いのではとも言われ
ているようです。
　ただ問題なのは、マスクが不足していることです。昨日イ
ンターネットを見ていたら、ヤフーオークションで１万枚のマ
スクが定価184,800円のところ、705,000円で落札された
という記事が載っていました。本当に異常な事態です。いつ
も買っている歯科材料業者には在庫は全く無いようで、困っ

ています。
　予防第一なので、その対策を挙げておきます。
１．外出後、食事前は手洗いとうがいをする。
２．上着を不用意に部屋に持ち込まない（出来れば家に入る
前たたいておく）。
３．流行期には人ごみなどへの外出はできるだけ控える。
４．外出時はマスクを着用する。
５．部屋を定期的に換気したり、適度な湿度に保つ（湿度
50～60％）。
６．十分な栄養と休養を心がける。
　以上、皆様方、お気をつけ下さい。

◎幹事報告　　幹事　矢頭和敏
●例会変更　なし
●週報受理　八代RC、中津中央RC
●週報お礼　緒方パストガバナー
●幹事報告　
・中津市制80周年記念式典のお礼状が届いています。

◎委員会報告
・会報委員会
今日の週報は来週の例会で配布いたします。

「最もよく奉仕する者、最も多く報いられる」　“He Profits Most Who Serves Best”



「夢をかたちに」　“Make Dreams Real”

◎新入会員入会式
　大和裕武君
　事業所名：やまと薬局
　事 業 所：中津市　上宮永300-11
　職業分類：医薬品販売

◎ロータリー夜学、新入会員歓迎会
○クラブ奉仕委員長　江渕会員
山崎ガバナーエレクト国際協議会の報告より
国際協議会　次期会長挨拶
2009-10年度ＲＩ会長のジョン・ケニー氏 
　１月19日午前９時、開会本会議が始まりました。李東建
国際ロータリー（RI）会長は、ガバナーエレクトに「ここに
お集まりになった皆さんは、素晴らしい旅への旅立ちを迎え
ています。新しい地区ガバナーとしての旅です。しかし、そ
の旅がどこで終わるのか、誰にもわかりません。しかし、一
つだけいえることは、その旅が、今日、サンディエゴから始
まるということです」と述べ、これからの協議会でどのよう
なことを、どのような姿勢で学ぶのかについて紹介しました。
「ロータリアンとして、私たちはお互いから学習することに専
念しています。これは、皆さまのような指導者の立場にある
方々にとって大切なことです。すべての指導者の方々には、
私たちの前に指導者になった方々が支援してくれます。私た
ちの仕事は、自分一人でやるにはあまりにも偉大すぎます。
ですから、この協議会には多くの指導者の方々が、さまざ
まなリソースを提供するために集まっていらっしゃるのです。
彼らの存在、彼らの専門知識をご活用になってください」と、
協議会という機会を有意義に過ごすことを勧めました。
　続いて、ロータリーに加盟している国と地域に国旗入場。
例年の通り、研修リーダーが国旗をもって次々に登場しまし
たが、ガバナーエレクト夫妻は、その国旗の数から、ロー
タリーの国際性を目の当たりにしました。
　RI理事の紹介、元RI会長の紹介とプログラムは進み、
2009-10年度RI会長のジョン・ケニー氏登場のときを迎え
ました。
　ケニー氏は、「ただいま、この会場を見渡し、私が目にし
ているのは未来、ロータリーの未来です。地球上にくまなく
存在する３万3,000の地域社会の未来です。私には、その
未来が、そしてよりよい世界への希望が見えます」 と、スピー
チを始めました。また、ロータリーの創始者ポール・ハリス
が1913年の国際大会で話した「よきロータリアンとなるには、
昨日より今日のほうが多くの努力を伴います。そして、今日
より明日のほうがもっと多くの努力を求められるでしょう」と
いう言葉を紹介しました。そして、それは今日でも当てはま
ると述べました。
　「私たちはロータリーの将来を決める責任があります。で
すから、2009-10年度の私のテーマは、『THE FUTURE 
OF ROTARY IS IN YOUR HANDS　ロータリーの未
来はあなたの手の中に』です」と、テーマが発表されると、
大きな拍手が巻き起こりました。
　ケニー氏は「ロータリーの未来はエバンストンにあるRI本
部で形づくられるのではなく、個々のロータリークラブによっ
て形成されるのです。強いロータリーを守り抜くために行う
ことが、ロータリアンとして、私たち一人ひとりのためになり
ます。みんなのためにロータリーの針路を決めるのは、私た
ち自身の日頃の行動であり決定です。
　ロータリーの未来というのは、エバンストンで形づくるも
のではありません。各ロータリークラブが形づくるのです。
ロータリアンとして、私たち一人ひとりがロータリーを力強く
引き継ぐことができるのかということを考えて実践していか
なければいけません。ロータリーをどのような方向にもって
いくのか、ということを、私たちの行動で示さなければいけ
ません。ですから、ロータリーの未来はあなたの手の中に
あるのです」と述べました。

　ケニー氏は、新しいプログラム、無理な目標を立てるつも
りはないと述べたうえで、年度が始まったときより、終わる
ときに少しでも会員が増えていることをお願いしたいと話
し、会員維持に努めるよう要請しました。「ロータリーでは、
すべてがクラブに始まり、クラブで終わります。クラブは協
力し合うことを知っています。所属地区との協力はもちろん、
財団からの支援の下、ほかのクラブや地区とも力を合わせ
ています。しかし、究極的には、私たちが達成することは
すべてクラブの力のなせる業であると言えるでしょう。です
から、クラブは、どこでどのように奉仕するのがベストかを
決める自治権を持たなくてはなりません。私たちの仕事は、
ある年度に決められた分野の奉仕のみを行うべきだとクラ
ブに押し付けることではないのです。しかし、私たちはまた、
発展し続けるために、奉仕における継続性を目指します。
強調事項を掲げ、ロータリーの奉仕を最も必要とし、その
奉仕から最も多くを得られるさまざまな分野にエネルギー
を向けるようクラブを奨励するのはこのためです。水、保健
と飢餓救済、識字率向上は、今後も強調事項として掲げら
れていくことでしょう。新しいロータリー年度、私は皆さん
に経験から学び成功を積み重ねていくようお願いいたしま
す。子どもたちだけでなく大人も含む家族の健康と福利の
ために、どうか奉仕を続けていってください」と述べました。
　ケニー会長は、RI理事会が作成した長期計画の下、奉仕、
親睦、多様性、高潔さ、リーダーシップという中核となる
価値観について紹介しました。そして、「ロータリーが繁栄
するか低迷するか、その奉仕が大きな影響を及ぼすのかそ
れほどでもないのか、その名が敬意とともに広まっていく
か過去の遺物として忘れ去られるかは、すべて皆さん次第
です。“ロータリーの未来はあなたの手の中に”あるのです。
私がよく引用するスコットランドのことわざに“自分の庭の
外に目を向けよ”というものがあります。自分の家庭や地
域社会を超えて物事を考えなければならないという意味で
す。自分たちのニーズは世界中の国々に存在する数多くの
地域社会のニーズの一つなのだと、私たちは悟るべきです。
それぞれの地域社会には、なすべき仕事が待ち受けていま
す。ロータリアンとして、座視しているわけにはいきません。
私たちは、責任を引き受けます。必ずできる、そしてやら
ねばならないのです。朋友の皆さん、先人が私たちのため
に敷いてくれたレールに沿って、この素晴らしいロータリー
をより強き組織へと導き、平和に満ちて健全な、よりよき
世界を築いていく上で、皆さんからご支援いただけるものと
期待しております。私一人ではできません。皆さんの助けが
必要です。この組織をこよなく愛する皆さんが、期待を裏
切るはずがないと私は信じます。ロータリーの未来は、皆
さん次第です。“ロータリーの未来はあなたの手の中に”あ
るのです」と結びました。
　スピーチの後、新年度の新しいジャケットに着替えたケ
ニー氏には、満場の拍手が送られ、開会本会議が終わりま
した。 　　　　　　　　　　　　　　　　 （文責：田原）


